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マイナンバー制度がはじまるよ　ほか
市 政 ガ イ ド

今くるよ、中川家ら「笑顔あふれ隊に就任」　ほか
市政トピックス

10月号平成 27 年
2015

９月 25日発行
写真：梨狩り体験（久美浜町）

主な内容
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　今月の表紙は、旬の味覚“梨”にスポッ
トを当て、初めて梨狩りを体験する瀬戸
ひなのちゃんを撮影しました。
　この日、久美浜町の梨園（撮影協力：
能勢肇さん）を訪れた、ひなのちゃんは、
頭上の梨を見上げ、「おおきい。おいし
そう」と話し、梨狩りを楽しんでいました。
＜梨狩り体験に関する問い合わせ＞　
　京丹後市観光協会（☎62-6300）
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初めての梨狩り

㊤協定書に署名し、連携を誓う
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ワークセンターが開設される丹後
地域地場産業振興センター

文化de丹後� P18

　
市
外
か
ら
企
業
・
人
材
誘
致
の

促
進
を
図
り
、
新
た
な
事
業
の
創

出
や
人
口
増
加
を
目
指
す
「
ふ
る

さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
京
丹
後
実
証
事

業
」
の
連
携
協
定
締
結
式
を
８
月

25
日
、
京
丹
後
市
役
所
で
執
り
行

い
ま
し
た
。

　
締
結
式
に
は
、
同
事
業
で
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
体
）
を
構
成

す
る
公
益
財
団
法
人
丹
後
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ら
び

に
明
治
大
学
サ
ー
ビ
ス
創
新
研
究

所
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

開
発
な
ど
を
手
掛
け
る
株
式
会
社

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
ス
と
株
式
会
社
ブ

リ
リ
ア
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
代
表
が

出
席
。協
定
書
へ
の
署
名
に
続
き
、

そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

参
画
企
業
の
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ

ス
の
鷲
見
英
利
副
社
長
は
、「
Ｉ

タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
人
材
を
育

成
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
と
と

も
に
、
新
た
な
産
業
を
生
み
出

し
、
雇
用
の
機
会
を
創
っ
て
い
き

た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
ブ
リ
リ
ア

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
藤
井
洋
祐
品
川

開
発
部
営
業
課
長
は
「
人
材
不
足

や
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
課

題
。
地
方
で
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う

就
業
形
態
を
活
用
し
た
こ
の
取
り

組
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
今
後
、
丹
後
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
内
に
テ
レ
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
を
開
設
。
参
画
企
業
が
業

務
を
行
う
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
整
備
の
ほ
か
参
画
企
業
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
京
丹

後
版
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
獲
得
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

�

テ
レ
ワ
ー
ク

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

活
用
し
た
、
場
所
や
時
間
に

と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方

商
工
振
興
課

☎
６
９
‐
０
４
４
０

ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク

京
丹
後
実
証
事
業

　

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
外
か
ら
企
業
・
人
材

の
誘
致
を
図
る
事
を
目
的
と
し
、
加

え
て
、
地
元
企
業
が
参
画
企
業
と
連

携
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
創

り
、
そ
の
価
値
に
魅
力
を
感
じ
て
、

さ
ら
に
新
た
な
企
業
や
人
材
の
誘

致
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
拡
大
に
つ
な

げ
る
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
す
こ
と
を

狙
う
も
の
。

　

総
務
省
「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー

ク
推
進
の
た
め
の
地
域
実
証
事

業
」
を
受
託
。
市
で
は
、
参
画
企
業

が
行
う
実
証
事
業
を
支
援
す
る
た

め
、
事
業
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
金

（
８
２
５
万
円
）
と
し
て
支
出
予
定
。

　
平
成
20
年
度
に
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
制
度
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、

「
京
丹
後
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」
と
し
て
多
く
の
方
々
か
ら
本

市
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
「
京
丹
後
市

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
制
度
を

更
に
推
進
し
、
本
市
を
一
層
応
援
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
９
月
１
日
か
ら

返
礼
品
の
贈
呈
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

寄
附
者
に
は
、
寄
附
金
の
額
に

応
じ
て
、
本
市
特
産
の
丹
後
ち
り
め

ん
や
間
人
ガ
ニ
、
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ

寄附金額に応じて本市自慢の地場産品等を贈呈

まちづくり

～
お
礼
に
地
場
産
品
等
を
贈
呈
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
も
可
能
に
～

市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

る
よ
さ
ん
、
中
川
家
さ
ん
ら
６
人

を
「
笑
顔
あ
ふ
れ
隊
」
と
し
て
委

嘱
。今
秋
開
催
の
婚
活
事
業「
よ
ー

し
も
っ
と
今
日
た
ん
ご
で
ト
キ
メ

キ
！
～
京
丹
後
で
婚
活
大
作
戦

～
」（
９
月
26
日
）
お
よ
び
素
人

名
人
芸
披
露
会「
地
方
創
生　
“
よ

し
も
と
京
丹
後

劇
場
”」（
11
月

８
日
）
を
笑
い

を
通
じ
て
盛
り

上
げ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

８
月
19
日
、

「
笑
顔
あ
ふ
れ

隊
」
の
委
嘱
式

が
吉
本
興
業

株
式
会
社
で
行

わ
れ
、
今
く
る

よ
さ
ん
、
中
川

家
の
２
人
、
タ

ナ
か
ら
イ
ケ
ダ

の
２
人
お
よ
び

月
亭
太
遊
さ
ん

に
、
中
山
市
長

が
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。

　
隊
長
の
今
く

　
本
市
で
は
、“
笑
い
の
力
”と“
笑

顔
”
で
ま
ち
の
創
生
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
吉
本
興
業
株
式
会
社
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
「
よ
し
も
と
・
京

丹
後　
地
方
創
生
大
作
戦
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
同
作
戦
で
は
、
漫
才
師
の
今
く

今
く
る
よ
さ
ん
、
中
川
家
の
２
人
に
委
嘱
状
を
交
付
す
る
中
山
市
長

まちづくり

よ
し
も
と
・
京
丹
後　
地
方
創
生
大
作
戦

今
く
る
よ
、
中
川
家
ら
「
笑
顔
あ
ふ
れ
隊
」
に
就
任

る
よ
さ
ん
（
京
都
市
出
身
）
か
ら

は
、「
丹
後
へ
は
、
子
ど
も
の
頃
、

海
水
浴
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
全
線
開

通
し
て
、
よ
り
近
く
な
っ
た
。
一

緒
に
京
丹
後
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

リ
な
ど
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
制
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
９

月
14
日
ま
で
の
２
週
間
で
、
全
国

か
ら
３
１
３
件
の
寄
附
の
申
し
込

た
。

　
委
嘱
式
後
の
就
任
記
者
会
見
で

は
、
婚
活
大
作
戦
で
女
性
参
加
者

を
引
率
す
る
月
亭
太
遊
さ
ん
が
同

イ
ベ
ン
ト
の
概
要
の
説
明
と
参
加

者
の
募
集
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
よ
し
も
と
京
丹
後

み
が
あ
り
、
本
市
を
ま
す
ま
す

応
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

劇
場
」
開
催
実
行
委
員
会
の
中
野

勝
友
委
員
長
（
京
丹
後
市
商
工
会

青
年
部
長
）
と
金
盛
将
士
副
委
員

長（
京
丹
後
青
年
会
議
所
理
事
長
）

が
京
丹
後
劇
場
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
。
金
盛
副
委
員
長
が
「
京
丹

後
か
ら
未
来
の
ス
タ
ー
が
誕
生
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。企

画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０

企
画
政
策
課

☎
６
９
‐
０
１
２
０京丹後市ふるさと応援寄附金 検索

　京丹後の

果 物
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防災

京
丹
後
市
防
災
訓
練
を
実
施

８
５
０
０
人
が
災
害
に
備
え

　
市
で
は
、
大
災
害
時
に
お
け
る

被
害
の
軽
減
お
よ
び
市
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
８
月
30

日
、
市
内
全
域
で
防
災
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
訓
練
は
、
昨
年
８

月
、
広
島
市
で
発
生
し
多
数
の
死

傷
者
を
出
し
た
土
砂
災
害
や
、
近

隣
で
は
福
知
山
市
で
の
大
規
模
な

浸
水
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
豪
雨

災
害
を
教
訓
と
し
て
、
夜
間
に
お

け
る
風
水
害
発
生
を
想
定
。特
に
、

今
年
５
月
、
市
内
全
域
の
避
難
所

の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
避
難
所
お
よ
び
避
難
経
路
の

確
認
や
、
そ
の
時
に
取
れ
る
一
番

安
全
な
退
避
行
動
の
確
認
な
ど
の

避
難
訓
練
を
中
心
に
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
訓
練
に
は
、
１
６
７

地
区
８
４
７
０
人
の
市
民
が
参

加
。
避
難
訓
練
の
ほ
か
に
、
地
区

独
自
の
訓
練
と
し
て
地
元
の
消
防

団
や
自
主
防
災
組
織
と
共
同
で
、

資
機
材
の
点
検
や
水
消
火
器
・
消

火
栓
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
な

ど
が
市
内
各
地
で
実
施
さ
れ
、
災

害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
７

普
通
科
連
隊
の
装
備
品
等
の
展
示

の
他
、（
一
社
）
京
都
府
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
丹
後
支
部
の
災
害
時
用
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
発
電
機
の
展
示
や
京
丹
後

市
消
防
本
部
に
よ
る
煙
体
験
、
救

命
講
習
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く

の
方
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

市
消
防
本
部
職
員
か
ら
気
道
確
保
な
ど
応

急
処
置
の
方
法
を
学
ぶ
住
民
ら
（
峰
山
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
で
）

総
務
課

☎
６
９
‐
０
１
４
０

まちづくり
京丹後市夢まち創り大学 ～ 本年度事業スタート式 ～

龍大生 14 人、バス第１便が到着
　本市における夢と活力のある地域創造の推進およ
び大学研究の機能と成果の向上を目指す「京丹後市
夢まち創り大学」の本年度事業スタート式が8月13
日、同大学の拠点施設（旧郷小学校）で行われました。
　同大学は、地域と大学が連携して地域振興を目指
す「域学連携」事業を持続発展させたもので、全国
8大学が参加。今年度、市では、新たな活動支援策
として、京都市と本市を結ぶ送迎バスの運行、拠点
施設のW

ワ イ

i-F
ファイ

i 設備や電動自転車の設置、またシェア
ハウス（空き家を活用した宿泊施設）を整備するこ
ととしています。
　式には、同大学の富野暉

き い ち ろ う

一郎学長をはじめ、運行
バスを初めて利用する龍谷大学（京都市）の学生14
人のほか、中山市長、地元区長らが出席。中山市長
は「学生の皆さんが活動しやすい環境づくりをして
きた。年中、多くの学生があふれ、また学業の上で
も意義深いものになるよう、そして一緒になって地
域を発展させていきたい」と歓迎しました。富野学
長は、「自治体の支援を受け、地域の方と一緒に活動
する仕組みは、京都府や全国の大学も注目している。
皆さんも楽しむだけでなく、何をするか何を得るか
をしっかりと考え、地域のファンになって活動を」と
あいさつ。続いて、学生代表の宮本知

とも

佳
か

さん（4回生）
は、「活動拠点施設の整備やシャトルバス運行により、

継続的な活動のきっかけになる。さらに、興味のあ
る学生にとっても地域活動に参加できる貴重な場と
なる。多くの学生が訪れ、地域の方と深い関係を築
くことができれば」と感謝のことばを述べました。
　式典後、同大学の拠点施設やシェアハウス予定施
設を視察し、担当者から施設の機能などについて説
明を受けました。同日の夜には、大宮町五

い か が

十河地域
に入り、翌日予定されている地域での交流イベント
の準備を行いました。

大学の本格稼働に当たり記念撮影を行う関係者たち（同大学
拠点施設で）

企画政策課
☎６９‐０１2０

　市では、丹後の豊かな自然環境の生い立ちや特徴、人間の営みとの関わり
などについてまとめた『図説京丹後市の自然環境』を発刊しました。
　同冊子はＡ4判192㌻で、①京丹後市の自然環境～日本における位置づ
け～②地形・地質と大地の生い立ち③沖積平野とラグーン④海岸の景観～岩
石海岸と砂浜～⑤気候環境の特徴⑥植物と植生変遷⑦自然環境と人間の共
生⑧自然災害と環境の８章で構成され、佛教大学の植村善博教授ら17人が
執筆を担当。写真や統計データ、図表に加え、各章にコラムを設けて、ブナ
林の分布や特徴、琴引浜の鳴き砂や海浜植生とハチの関係など関連する内容
を掘り下げて紹介しています。
　本市史は、１千部作成。市内10カ所の書店で1冊 2,300円（税込み）で
販売しています。
　市史の編さん事業は、平成17年度から始まり、平成27年度で完了。こ
れまで本文・資料編11冊を作成しています。
　 写真や図表を用いて分かりやすく解説した

「図説京丹後市の自然環境」

文化財
京丹後市史本文編「図説京丹後市の自然環境」発刊

人と豊かな自然環境との関わりを解説

文化財保護課
☎６９‐０640

①
日
本
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
話
す
平
副
大
臣
②

丹
後
ち
り
め
ん
に
つ
い
て
田
茂
井
社
長

か
ら
説
明
を
受
け
る
平
副
大
臣

まちづくり

平 

内
閣
府
副
大
臣
来
丹
・
地
方
創
生
を
語
る

～ 

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス 

地
方
で
新
た
な
価
値
の
創
造
を 

～

　

内
閣
府
の
平
将ま

さ
あ
き明
副
大
臣
を

講
師
に
迎
え
「
京
都
府
北
部
地
域

に
お
け
る
地
方
創
生
を
語
る
会
」

を
８
月
23
日
、
丹
後
王
国
「
食

の
み
や
こ
」（
京
丹
後
市
弥
栄
町
）

で
開
催
し
、
市
内
の
商
工
団
体
な

ど
約
１
０
０
人
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
平
副
大
臣
は
、
地
域
再
生
計
画

の
推
進
な
ど
本
市
が
フ
ロ
ン
ト
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
こ
と
に
エ
ー
ル
を
送
ら
れ

る
と
と
も
に
、「
地
域
経
済
の
低

迷
と
人
口
減
少
を
断
ち
切
る
こ
と

が
地
方
創
生
の
テ
ー
マ
。
新
た
な

需
要
や
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と

が
不
可
欠
」
と
し
、そ
の
う
え
で
、

「
い
か
に
仕
事
を
つ
く
る
か
が
課

題
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
け

て
、「
日
本
に
は
、
観
光
や
、
農

林
業
、
畜
産
業
と
い
っ
た
一
次
産

業
な
ど
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い

分
野
が
多
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、日
本
版
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
※

１
）
や
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
※
２
）
な
ど

地
方
創
生
に
向
け
た
国
の
推
進
策

を
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
成
長
戦
略

の
最
大
の
政
策
ツ
ー
ル
「
国
家
戦

略
特
区
」
を
活
用
し
て
、
地
方
で

新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
、
挑

戦
し
て
ほ
し
い
と
激
励
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
網
野
町
の
田
勇
機
業

株
式
会
社
を
視
察
。
機
織
り
機
を

前
に
、
田
茂
井
勇は

や
と人
社
長
か
ら
、

丹
後
ち
り
め
ん
の
特
徴
で
あ
る

“
シ
ボ
”（
生
地
の
表
面
が
凸
凹
状

に
な
る
こ
と
）
が
で
き
る
仕
組
み

な
ど
の
説
明
を
受
け
ら
れ
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

同
会
は
、
本
市
と
全
国
青
年
市
長

会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
主
催
。

※
１　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
品
質
管
理
や
資
源

管
理
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
観
光

振
興
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
組
織
。

D
e
s
tin

a
tio

n
 M

a
n

a
g
e
m

e
n

t/

M
a
rk

e
tin

g
 O

rg
a
n
iz

a
tio

n

の
略

※
２　

東
京
圏
を
は
じ
め
と
す
る
高

齢
者
が
、
自
ら
の
希
望
に
応
じ
て
地

方
に
移
り
住
み
、
地
域
社
会
に
お
い

て
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を
送

る
と
と
も
に
、
医
療
介
護
が
必
要
な

時
に
は
継
続
的
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
も
の
。C

o
n

tin
u
in

g
 C

a
re

 

R
e
tire

m
e
n

t C
o
m

m
u
n
ity

の
略
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ガイド

長寿福祉課
☎６９‐０33０

　高齢者の4人に1人が認知症の人もしくは認知症予備軍といわれています。認知症は
特別なことではなく、誰もが認知症とともに生きる可能性があり、誰もが介護者等として
かかわる可能性がある身近なものです。国は、認知症への理解を深める普及啓発の取り
組みを進め、とりわけ若年層を対象に、高齢者への理解を深めるような教育を推進してい
ます。本市においても、認知症サポーターを養成し、地域ぐるみで支援する体制づくりを
進めています。

地域包括支援センター相談窓口 電話番号
京丹後市地域包括支援センター（福祉事務所内）☎69-0330

　　　　　　　大宮分室（大宮市民局内）☎69-0712
　　　　　　　網野分室（網野市民局内）☎69-0713
　　　　　　　丹後分室（丹後市民局内）☎69-0714

弥栄分室（弥栄市民局内）☎69-0715
久美浜分室（久美浜市民局内）☎69-0716

ご利用ください身近な相談窓口

　市内には、高齢者の皆さんの暮らし
をサポートする相談窓口を開設してい
ます。どうぞご利用ください。

認知症サポーターを養成しています

　京丹後市では、市内中学校において認知症サポーター
養成講座を実施しています。講座では、認知症の基礎知
識を勉強し、ＤＶＤや寸劇などを通じて、どのような対
応をするのが望ましいのかを一緒に考えて行きます。
　講座後のアンケート調査では「認知症の方との正しい
接し方が分かりました。私も認知症で困っている方の力
になりたいです。（峰山中学校　３年生）」「もし、おばあ
ちゃんが認知症になってしまったら、やさしく接したいし、
何回言われてもおこらずに話したいです。（峰山中学校
　３年生）」「自分が高齢者になったときにしてほしい対
応を自分も心がけようと思いました。（丹後中学校　３年
生）」「認知症の高齢者だけじゃなく、良い接し方ができ
るようにしたいです。（丹後中学校　３年生）」など、優
しく、力強い生徒の声が寄せられています。
　同講座は、どなたでも受講でき、中学校のほか、地域
のサロンや警察署、消防、病院、高等学校などでも開かれ、

市内で８０００人以上の認知症サポーターが誕生してい
ます。
　認知症を正しく理解して、認知症の人や家族を地域ぐ
るみで見守り、支援する活動に
参加してみませんか。

安心・充実の支援体制へ

認知症サポーター8000人突破！！

㊤養成講座を受講し、認知症サポーターに認
定された久美浜中学校３年生の皆さん㊧認知
症サポーターの目印「オレンジリング」

認知症あんしんサポート相談窓口 電話番号
はごろも苑ないきの家 峰山町内記 ☎62-8018
はごろも苑さかいの家 峰山町堺 ☎62-5353
グループホームもみじ 峰山町吉原 ☎69-5300
いさなご荘 峰山町鱒留 ☎69-1375
あけぼの荘 大宮町上常吉 ☎68-1580
グループホームおおみや 大宮町三坂 ☎64-5755
おおみや苑あけだの家 大宮町明田 ☎68-1095
ふれあいホーム桃山 網野町網野 ☎72-1515
ふれあいホームあみの 網野町網野 ☎72-5550
間人あきばの里 丹後町間人 ☎75-0407
いわきの里 丹後町岩木 ☎75-2339
デイサービス満寿園 弥栄町溝谷 ☎65-0222
グループホームかえで 弥栄町溝谷 ☎65-4111
川上ふれあいの家 久美浜町金谷 ☎85-0345
田村ゆうゆうの里 久美浜町関 ☎83-2011
グループホームいきがい 久美浜町湊宮 ☎83-2114
久美浜苑くまのの里 久美浜町栃谷 ☎82-1108

在宅介護支援センター相談窓口 電話番号
在宅介護支援センターはごろも苑 峰山町長岡 ☎62-7001
おおみや苑在宅介護支援センター 大宮町口大野 ☎68-1530
丹後園在宅介護支援センター 網野町木津 ☎74-0174
いちがお園在宅介護支援センター 丹後町岩木 ☎75-2496
佐濃在宅介護支援センター 久美浜町竹藤 ☎84-9033

安全安心

第
５
回
安
全
・
安
心
対
策
連
絡
会
を
開
催

２
期
工
事
着
工
延
期
、
騒
音
対
策
な
ど
説
明

　
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
（
丹
後
町

袖
志
）
の
設
置
に
伴
い
、
安
全
対

策
な
ど
を
協
議
、
情
報
共
有
す
る

「
安
全
・
安
心
対
策
連
絡
会
」
が

９
月
３
日
、
京
丹
後
市
役
所
で
開

催
さ
れ
、
地
域
住
民
の
代
表
者
や

近
畿
中
部
防
衛
局
、
同
通
信
所
の

オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
司
令
官
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。
５
回
目
。

　
同
会
で
は
、
近
畿
中
部
防
衛
局

か
ら
、
騒
音
対
策
や
交
通
事
故
、

居
住
地
建
設
の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
説
明
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
課
題
の
発
電
機
の
騒
音
に
つ
い

て
熊
谷
昌
司
企
画
部
長
は
、「
既

設
の
防
音
パ
ネ
ル
を
か
さ
上
げ
に

し
た
こ
と
で
一
層
軽
減
さ
れ
た
」

と
述
べ
た
一
方
、「
４
月
中
旬
以

　
「
ス
ト
レ
ス
社
会
を
自
分
ら
し

く
元
気
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
自
殺
予
防
・
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
講
演
会
及
び
健
康
相

談
会
」
が
、
８
月
22
日
、
峰
山
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

地
域
住
民
ら
約
１
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
「
魔
法
の
言
葉
『
あ
り
が
ト
ン
』

元気に暮らすための秘訣を語る澤登さん

降
、
レ
ー
ダ
ー
の
熱
を
逃
が
す
た

め
、
テ
ン
ト
内
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の

開
放
に
伴
い
、
テ
ン
ト
内
で
発
生

し
て
い
る
騒
音
が
ご
迷
惑
を
か
け

て
い
る
」
と
陳
謝
。「
早
期
に
防

音
機
能
の
付
加
や
換
気
シ
ス
テ
ム

健康

自
殺
予
防
・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会
＆
健
康
相
談
会
開
催

元
気
の
秘
訣
、「
あ
り
が
と
う
」
を
自
分
に

で
人
生
も
っ
と
う
ま
く
い
く
！
～

あ
な
た
が
大
切
な
人
に
で
き
る
５

つ
の
こ
と
～
」
と
題
し
た
講
演
で

は
、
株
式
会
社
あ
り
が
ト
ン
代
表

の
澤さ

わ

登と

和
夫
さ
ん
が
、
自
身
の
う

つ
体
験
を
踏
ま
え
、
自
分
ら
し
く

元
気
に
生
き
る
た
め
の
秘
訣
を
分

か
り
や
す
く
説
明
。「
大
事
な
こ

と
は
、
自
分
自
身
の
存
在
を
認
め

て
、
自
分
を
最
強
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
す
る
こ
と
。
日
々
、
自
分
の
体

や
行
動
、
考
え
、
存
在
に
対
し
て
、

あ・

・

・

・

・

り
が
と
う
（
あ
り
が
ト
ン
）
と

感
謝
を
伝
え
よ
う
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、身
近
な
大
切
な
人
の『
な

ん
と
な
く
前
と
違
う
様
子
』
に
気

付
き
、
声
を
掛
け
、
五
感
（
耳
と

目
と
心
）
で
話
を
聴
き
、
相
談
窓

口
に
つ
な
ぎ
、
見
守
っ
て
い
こ
う

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
こ
れ
ま
で
の
人

生
で
、
自
分
の
感
情
を
見
つ
め
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

自
分
を
も
っ
と
大
切
に
し
た
い
」

「
人
の
気
持
ち
は
簡
単
に
は
理
解

で
き
な
い
が
、
そ
の
思
い
を
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
」

な
ど
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、
音
と
語

り
の
デ
ュ
オ
に
よ
る
「
吉よ

し

津づ

の
穴

地
蔵
」
の
こ
こ
ろ
の
朗
読
や
唾
液

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ
ク
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期
待
で
き
る

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

の
改
良
を
進
め
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　
池
田
剛
管
理
部
長
は
、
４
回
目

と
な
る
交
通
安
全
講
習
会
や
交
通

誘
導
員
の
配
置
お
よ
び
巡
回
警
備

の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。
３

件
の
物
損
事
故
に
つ
い
て
は
、「
い

ず
れ
も
対
向
車
を
避
け
る
た
め

で
、
軽
微
な
も
の
」
と
説
明
し
ま

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
今
秋
着
工
予
定
だ
っ

　市では、低年齢児保育や延長保育、休日保育など多様化する
保育ニーズへの対応、また保育サービス全体の活性化を図るた
め保育所民営化（平成 27
年度現在、２保育所）を推
進しています。
　このほど、平成 28年 4
月から市内２保育所（大宮
北保育所、こうりゅう保育
所）の運営委託を行う事業
者を次のとおり決定しまし
た。

◎社会福祉法人みねやま福祉会　☞　大宮北保育所
◎社会福祉法人不動園　☞　こうりゅう保育所

民営化が決定した大宮北保育所

子育て
民間のノウハウを活用

市内２保育所民営化

総
務
基
地
対
策
室

☎
６
９
‐
０
０
１
２

た
２
期
工
事
（
米
軍
人
の
宿
舎
な

ど
生
活
関
連
施
設
の
建
設
）
は
、

来
春
以
降
と
な
る
こ
と
や
地
域
住

民
と
の
交
流
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
出
席
者
は
、
引
き
続
き
の

交
通
・
防
犯
対
策
、
早
急
な
騒
音

対
策
、
交
流
事
業
の
実
施
な
ど
を

要
望
し
ま
し
た
。



環
ぢ
か
ら
通
信

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
上
手
に
分
別

　
京
丹
後
市
で
は
、皆
さ
ん
に「
そ

の
他
プ
ラ
」
の
分
別
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
他
プ

ラ
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
「
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
卵
の
パ
ッ

ク
や
シ
ャ
ン
プ
ー
の
容
器
、
レ
ジ

袋
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
、
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
重
量
の

２
～
３
割
、
容
積
の
約
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
同
じ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
も
、
ハ

ン
ガ
ー
や
バ
ケ
ツ
な
ど
は
「
そ
の

他
プ
ラ
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
は
、
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
に
該
当
し
、
燃
や
す
と
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
「
不
燃
ご
み
」
に
な
り
ま
す
。

　
間
違
え
や
す
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
を
改
め
て
見
直
し
、
正
し
く

分
別
し
ま
し
ょ
う
。

Vol.10

　袋などに付いている汚れは、洗ったり、拭
き取ったりしてから出してください。残り水
などで軽くすすぐ程度で結構です。汚れがと
れない場合は、「燃えるごみ」に出してくださ
い。汚れがあると、臭いや虫が発生するなど
収集箇所周辺が不衛生になります。

　収集された「容器包装プラ」は、リサイク
ル工場に運ばれ、フォークリフトのパレット
やガーデニングの擬木、駐車場で使われる車
止めの原料となる他、製鉄所で使うコークス
の代用品などに生まれ変わります。

市
民
課

　
　
　
☎
６
９
‐
０
２
１
０

「その他プラ」として出せるもの
その他プラ

「その他プラ」として出せないもの
不燃ごみ

その他プラとして分別できるプラスチック
には、「プラ」のマークが付いています➡

洗剤や柔軟剤、
シャンプーの容器

マヨネーズなどの容器
※中身が残っているも
のは、可燃ごみです

弁当などの殻、容器

梱包用の発泡スチロール、
果物等を入れるネット、
エアークッション

レジ袋やお菓子の袋

その他、飲み物の容器なども
「その他プラ」として分別で
きるものがあります。

バケツ

ＣＤ、ＤＶＤのケース

ハンガー

ビデオテープ

コップ、ハブラシ

その他、洗面器、クリーニングの
袋、梱包用プラスチックひも、プ
ラスチック製の保存容器なども「不
燃ごみ」になります。

その他プラ　豆知識

集めた容器包装プラスチックは何になるの？

汚れはどこまできれいにすれば良いの？

卵のパック
カップ麺の容器

プランター

ガイド

2015.109

コミュニティビジネスのすすめ③
コミュニティビジネス応援補助金を使って、地域を元気にしませんか？

コミュニティビジネス応援補助金とは、京丹後市内で、コミュニティビジネスを新たに
起こそうとする地域活動団体に、事業の立ち上げ時に必要な経費を補助するものです。
今月号でも、昨年度から今年度にかけて実施している２つの事業を紹介します。

五十河コミュニティショップ歌仙
　 五

い か が
十 河 コ ミ ュ ニ テ ィ

ショップ歌
か

仙
せん

は、地元区民
の有志（上田佐敏運営委員
長）が運営しています。
　同ショップがある大宮町
五十河地区は、過疎化、高
齢化が進行。他地域の方々
との交流を増やし、地域の
活性化につなげるため、飲
食店の店舗（旧「そば処歌
仙」）を活用し、地元で栽
培された自慢のお米や野菜
などを使って食事を提供す
る飲食業に取り組んでいま
す。

　また、食事の提供だけで
はなく、地元五十河産のコ
シヒカリや野菜を販売し、
五十河地区の魅力を全国各
地に発信しています。

＜店舗情報＞
◎営業日
　日曜日
　※１２月中旬～翌年３月
　末まで冬季休業
◎営業時間
　10：00 ～ 15：00
◎そのほか
　要予約

食と健康
　食と健康（谷 文子代表）
は、地元産の食材を使った
加工品の製造・販売を手掛
けています。
　地域の農家で栽培され、
市場に流すことが出来ない
梅や梨、桃、柑橘類などを
使ったジャム製品および、
ワカメやえごま、根菜類な
どを使った保存食・嗜好品
を作って販売しています。
　保存食や嗜好品について
は、食事制限をされている
方に配慮。管理栄養士の資
格を持つ会員の知識を生

かして、安全で栄養価の高
い加工食品を提供していま
す。お年寄りの野菜作りに
生きがいを創出しています。
●ジャムの加工販売事業
　販売ルートを持たない地
域の小規模農家や高齢者が
生産した農産物等を使った
加工品を製造・販売してい
ます。
●保存食・嗜好品の加工販
売事業
　食事制限のある方へ、安
全で栄養価の高い加工品を
製造・販売しています。代表

谷　文子さん

　活動場所は網野町島津です。商
品は、京都市内で販売し、京丹後
市の宣伝を兼ねて売れ筋の見極め
をしていきます。まだ手弁当ですが、
仲間も募集中です。

【 問 い 合 わ せ 】 谷  文 子　　                
　　　　　　☎ 0772-72-4522

　歌仙を通して、ブナ林や小町の
舎、小町の碑など、五十河の魅力
を発信し、地域活性化を目指して
います。
　ぜひ一度、ご来店ください。

【問い合わせ】上田佐敏
                 ☎ 0772-68-0871

運営委員長
上田佐敏さん
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行政の効率化や皆さんの利便性を高めるための「個人番号」

マイナンバー制度がはじまるよ
マイナンバーは、住民票を有する全ての方に1人 1つの番号を付して、
社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情報を管理し、複数の機関
に存在する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活
用されるものです。今回は、あなたのマイナンバーが記入された通知
カード、個人番号カードについてお伝えします。

「通知カード」が届いたら、どうすればいいの？

「通知カード」と「個人番号カード」は、どう違うの？

「個人番号カード」の申請は、どうすればいいの？

「個人番号カード」は、いつ受け取りができるの？

簡易書留の中身を確認しましょう。次の大切な3つの書類が入っていますか？

※世帯全員の通知カードが送付されているか、また、住所および氏名などに誤りがないか確認してください。
※「個人番号カード」を希望する方は申請書の提出が必要です。

※受け取りは、原則本人となります。
※受け取りの際に必要なものがありますので、通知書をご確認ください。

10月以降、あなたのマイナンバー（個人番号）が記入された「通知カード」
が、住民票のある世帯（世帯全員）に、地方公共団体システム機構から簡易
書留で郵送されます。（10月中旬から郵送が始まり、11月中には皆さんの
お手元に届く予定です）

　マイナンバーの記載された通知カードは、大切に保管してください。マイナンバーをみだりに
他人に知らせないようにしてください。（紛失等された場合の再交付には、手数料がかかります）

カードの
記載内容

・氏名
・住所
・生年月日

【表面】
氏名、住所、生年月日、性別、
顔写真等
【裏面】
マイナンバー等、
ICチップ搭載

※個人番号カードを受け取るまで
　の間

発行日から10回目の誕生日
(ただし、20歳未満の者は、5回目の            
　誕生日)

①マイナンバーを必要とする手続き
　（年金、児童手当、税務関係など）
　で利用。
②電子証明書による電子申請・取引
　などにおける利用

「個人番号カード」の交付を受ける
までの間、マイナンバーを必要と
する手続き（年金、児童手当、税務
関係など）で利用。
※個人番号カード受け取りの際に
　返却が必要

・性別
・マイナンバー

通知カード 個人番号カード

有効期間

利用の場面

主に3つの方法があります。

　申請した方には、平成28年1月以降「個人番号カード」が届きます。市役所から
交付通知書を送付しますので、指定された市民局の窓口で受け取ってください。

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6「個人番号カード」の交付を受けるのに、
料金はかかりますか？
無料です。（紛失等された場合の再交付は有料）

Q7「通知カード」または「個人番号カード」を
受け取った後、記載内容に変更が生じたときは、
どうすればいいの？
引っ越しなどによる住所変更や婚姻等で氏が変更する場合、市役所に、「通知カード」または「個
人番号カード」の提出が必要です。

Q8 個人番号カードについて、詳しく知りたいときは？
●インターネットご利用の方は、以下のウェブサイトをご覧ください。
総務省ホームページ内「マイナンバー制度と個人番号カードの御案内」
http://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/

地方公共団体システム機構（J-LIS）「個人番号カード総合サイト」
https://www.kojinbango-card.go.jp

「通知カード」の保管は、どうしたらいいの？

①住民票に記載されている世帯全員の「通知カード」
②「個人番号カード」の申請書と返信用封筒
③説明用パンフレット

①個人番号カードの申請書に、
　署名または記名押印します。
②顔写真を貼り付けます。
　（サイズ縦4.5cm×横3.5cm）
　・最近6カ月以内に撮影したもの
　・無帽、正面、無背景のもの
　・裏面に、氏名、住所を記入
③返信用封筒に入れて、投函します。

申請方法Ⅰ・・・郵送による申請

スマートフォンで、顔写真を撮影
し、申請用ウェブサイト（個人番号
カード交付申請書のQR
コードを読み取る）へアク
セスして申請。

申請方法Ⅱ・・・
スマートフォンによる申請

自宅のパソコンから、デジタ
ルカメラ等で写真を撮影
し、申請用ウェブサイト（「個
人番号カード　申請」
で検索）へアクセスし
て申請。

申請方法Ⅲ・・・
パソコンによる申請

9：30～ 17：30
●マイナンバーのコールセンターへの問い合わせ

マ　  イ     ナン バー

全国共通ナビダイヤル 0570-20-0178 （土日祝日、年末年始を除く）

¥ ¥
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▶
選
別
さ
れ
、
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
と
し
て
出
荷
さ
れ
る

「
京
た
ん
ご
梨
」
（
J
A
京
都
久
美
浜
梨
選
果
場
で
）

　府内有数の果樹産地として知られる久美浜町でこのほ
ど、「京のブランド産品」に認定されている「京たんご梨」
の出荷が最盛期を迎えています。
　ブランド産品の「京たんご梨」は、糖度11.5 度以上
のゴールド二十世紀（青梨）で、甘くてみずみずしい味わ
いが特徴。市内外に出荷され、秋の味覚として広く親し
まれています。
　JA 京都久美浜梨選果場には、収穫されたばかりの梨
が次 と々運び込まれ、職員らが光センサーなどで糖度、
大きさを選別し、箱詰め作業に追われていました。

　弥栄地域公民館で９月６日、やさか探検
隊の隊員9人が「ばら寿司」作りに挑戦し
ました。探検隊は、同公民館が主催してい
る体験事業で、弥栄町内の小学生が隊員と
なって活動しているもの。今回は、子ども
たちに改めて郷土料理を知ってもらったり、
食べてもらったりすることで、ばら寿司に
親しんでもらうことなどを目的に行われま
した。
　子どもたちは、講師となった食生活改善
推進員協議会弥栄支部のメンバー6人から
アドバイスを受けながら、“簡単にできる”
ばら寿司とみそ汁を調理。米を炊き、酢飯
を作ったり、おぼろを炒って味付けたり、
卵を焼いて薄焼き卵にしたりと、一連の工
程を楽しみながらこなしました。
　梅本花織さんは「紅しょうがのみじん切
りが難しかったけど、美味しいものが作れ
てよかった。お父さんやお母さんに作って
あげたい」と話していました。
　探検隊の活動は年４回。子どもたちは今回のばら寿
司作りのほか陶芸教室を行っており、今後は防災セン
ターの見学や科学実験を行う予定です。

　京都府丹後文化会館で 9月13日、京都
府丹後文化事業団などが主催する「クッキー
でつくる竜宮城」が開かれ、市内外から子
どもたち40 組101人が参加しました。
　日本スイーツセラピスト協会代表理事の
川染千恵さんが講師となり、丹後ゆかりの
浦島伝説にちなんで竜宮城を作製。子ども

▲デコレーションを楽しみながら竜宮城を作製する親子

「京たんご梨」の出荷が最盛期
甘くてみずみずしい味わいで人気

久 美 浜 町
8月上旬～９月

◀
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
す
る
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
を
荷

台
か
ら
慎
重
に
下
ろ
す
田
中
さ
ん
（
中
央
）

峰 山 町
9月13日

お
菓
子
で
竜
宮
城
つ
く
り

40
組
１
０
１
人
の
親
子
が
参
加

弥 栄 町

子
ど
も
た
ち
が
ば
ら
寿
司
作
り
に
挑
戦

〝
食
改
さ
ん
”
が
や
さ
か
探
検
隊
に
伝
授
9月6日

　京都府立網野高等学校ボランティア部
の１・２年生９人は、８月31日からの３
日間、「広報きょうたんご９月号（平成27
年８月25日発行）」の“音声版”の作製
に取り組みました。
　この活動は、市内ボランティア団体と連
携して、広報紙の音訳化を手掛けている京
丹後市社会福祉協議会からの依頼を受け
て、今年４月から開始。同校では偶数月発
行の広報紙を担当しています。
　生徒たちは、読み手、機器の操作係、
チェック係に分かれて、録音作業を開始。
「マイナンバー制度」についての記事では、
普段馴染みのない漢字や専門用語に苦戦し
ながらも、真剣に取り組んでいました。
　副部長の井上美紗希さん（２年）は、「私
たちのつたない音訳を聞いてくださる視覚
障害者の皆さんから、感謝の言葉やアドバ
イスをいただき、とてもやりがいを感じて
います。読む速度や発音に注意することは
もちろん、写真の雰囲気など、細部も正確
に伝えられるように練習していきたいです」
と意気込んでいました。

◀
「
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
」
の
音
訳
に
取
り

組
む
網
野
高
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
生
徒
た
ち

▲食改さんのアドバイスのもと、ばら寿司の盛り付けを行う子どもたち

　日本海の秋の訪れを告げる底引き網漁の解禁（9月1
日）に伴い、競り市が行われる間人漁港は、競り人の威
勢の良い掛け声で活気づいています。
　経ヶ岬沖での底引き漁は、オキギスやノドグロが中心。
体長20㌢前後で、程よい脂がのったオキギスは、塩焼
きや煮付けなどで料理され、旬の味として各家庭で親し
まれています。
　漁港近くに住む田中郁代さんは、「オキギスのバター
焼きが我が家の定番。生姜醤油やマヨネーズ、七味唐辛
子などお好みの味でどうぞ」と話していました。
　底引き網漁は、来年5月31日まで。

秋を告げる底引き網漁解禁
間人漁港、競り市で活気づく

丹 後 町
9月～5月

▶
競
り
市
で
に
ぎ
わ
う
間
人
漁
港

１
０
０
㌔
超
え
巨
大
カ
ボ
チ
ャ
に
驚
き

つ
ね
よ
し
百
貨
店
で
パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
9月13日
大 宮 町

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

「パンプキンフェス
ティバル」の様子

　巨大カボチャの重さを競う「第29回パン
プキンフェスティバル（同実行委員会主催）」
が9月13日、つねよし百貨店（大宮町上常
吉）で開催され、市内外から約600人が参加。
直径1㍍を超えるカボチャの鑑賞や種飛ば
し、旬の味覚などを楽しみました。
　イベントのメーンは、飼料用カボチャ「ア
トランティックジャイアント」の重さを競う
コンテストで、市内外から13組が出品。計
量の結果、184㌔の巨大カボチャを育てた
田中暁彦さん（大宮町）が見事優勝しました。
　優勝者の田中さんは、「肥料や水やりなど
管理が大変でしたが、過去最高の出来栄え
となりうれしい。今月20日に小豆島で開催
される、日本一どでかカボチャ大会にも出
品したい」と話していました。
　このほか会場では、カボチャの種を口に
含み、吹き飛ばした距離を競う「種飛ばし
大会」、名物のつねよしうどんや新米おにぎ
りなどがならぶ「がりぁ～うまい屋台」、バルーンアート
ショー、腹話術などが行われ、来場者は歓談しながらさ
まざまな催しを満喫していました。

たちは、焼いたクッキーの表面に砂糖や卵白を着色して
デコレーションしたり、クッキーを組み立てたりしながら、
約2時間掛けて思い思いの竜宮城を完成させました。
　親子で参加した松田陽菜多さん（峰山小６年）は、「お
菓子作りに興味があり、楽しみにしていました。波や貝な
ど、海をイメージしてデコレーションするのがとてもおも
しろかったです」と笑顔で話していました。
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８月31日
～

９月２日
網 野 町



▶自分は大丈夫
▶こんな昼間に火
事は起きない！
▶きっと、点 検 中
か何かの間違いだ
よ！

正常性バイアス（思い
込み）に陥る

逃げ遅れる

※バイアス＝思い込み、偏見、先入観のこと

このような場面に遭遇したら、あなたはどうしますか？

バ
イ
ア
ス
（
思
い
込
み
）
が

逃
げ
ら
れ
な
い
原
因

　　
右
ペ
ー
ジ
の
場
面
を
見
て
、「
生
死
を

分
け
る
よ
う
な
災
害
だ
」
と
考
え
た
人

は
、
予
期
せ
ぬ
災
害
に
遭
遇
し
た
と
き

に
、
茫
然
と
し
て
何
も
で
き
な
く
な
る

凍
り
つ
き
症
候
群
に
陥
り
や
す
い
タ
イ

プ
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
だ
」

と
考
え
た
人
は
、
異
常
な
状
況
を
正
常

な
範
囲
と
と
ら
え
た
り
、
周
囲
に
合
わ

せ
る
こ
と
で
安
心
を
得
よ
う
と
す
る
傾

向
が
あ
り
、
正
常
性
バ
イ
ア
ス
（
思
い

込
み
）
や
集
団
同
調
性
バ
イ
ア
ス
（
思

い
込
み
）
に
陥
り
や
す
い
タ
イ
プ
と
い

え
ま
す
。

　

人
は
こ
の
よ
う
な
心
理
に
陥
る
こ
と

周 り の 人 が 買 い
物 を 続 け て い る
ので避難しない。

周りの人 と 同 じよ
うに 行 動して い た
ら大 丈 夫 だろうと
考える心理。

集団同調性バイアス
(思い込み )

慌てて逃げ出す。
頭 が 混 乱 して 泣
き叫ぶ。

パニック

災害時に起こる
混乱状態。

どうしていいかわか
らない。頭が真っ白
になってしまう。

突 然 起こった 災 害
に 対して、 心 と 身
体 が 固 まってしま
う状態。

凍りつき症候群

？

老人クラブ B

▶何があったんだ
ろう！
▶火事かもしれな
いぞ！
▶ちょっと様子を
見に行こう！ 

正常性バイアス（思い
込み）から抜け出す

避難し助かった

なぜ人は逃げないのか？

2015 年 10月　

ついていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

ま さ か 火 災 で は
な い だ ろ う と 考
え避難しない。

多 少 の異常があっ
たとしても 正 常 の
範 囲 内 だろうと考
える心理。

正常性バイアス
(思い込み )

たんごの風 66号

ジリリリ

ジリ
リリ ジリリリ

ジリ
リリ

15 2015.10 142015.10

誰もが陥る思い込みの危険 !

2015 年 10月　

➡ 買い物中、突然火災警報器が鳴りだした。
➡ 周りの人は買い物を続けている。

丹後中学校の生徒と丹後こども園の園児による合同の津
波避難訓練の様子（平成27年６月11日）

川治プリンスホテル火災
生死を分けた心の罠

　昭和55年11月20日午後３時12分ごろ、館内
に突然火災警報器のベルが鳴り響きました。紅
葉見物を終え、それぞれの部屋で休憩中の二つ
の老人クラブは、突然のベルを聞き、正反対の
考え方、行動をとりました。
　結果、宿泊客112人のうち40人が死亡。犠牲
になった40人のうち36人は正常性バイアスに
陥っていた老人クラブＡの人たちでした。

　Ａの人たちは、火事など起きるはずがないと
いう心の罠に陥り、日常から非日常への切り替
えができなかったのです。一方、Ｂにはリーダー
的な人が存在し、ベルの鳴動ですぐに心の緊急
スイッチが入り、心理的な支配から抜け出し、難
を逃れることができました。

老人クラブＡ
で
、
す
ぐ
に
は
逃
げ
ら
れ
な
い
の
で
す
。

誰
も
が
持
っ
て
い
る
特
性

　

凍
り
つ
き
症
候
群
や
バ
イ
ア
ス
（
思

い
込
み
）
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
心
理

的
な
特
性
で
あ
り
、
何
も
特
別
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

緊
張
す
る
場
面
な
ど
で
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
く
な
り
、
頭
が
真
っ
白

に
な
っ
た
と
い
う
経
験
は
誰
で
も
あ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
常
の

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
い
ち
い
ち
反
応

し
て
い
て
は
、
す
ぐ
に
心
が
疲
れ
て
し

ま
い
ま
す
し
、
周
り
の
人
と
合
わ
せ
よ

う
と
す
る
こ
と
は
、
円
滑
な
社
会
生
活

を
送
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と

で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特
性
が
行
き
過

ぎ
る
と
、
茫
然
自
失
で
身
動
き
が
と
れ

な
く
な
っ
た
り
、
危
険
を
過
小
評
価
し

た
り
し
て
、
結
果
と
し
て
避
難
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
常
か
ら
非
日
常
へ

　
心
の
緊
急
ス
イ
ッ
チ
を
！
　

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
ち
早
く
避
難

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
誰
も
が
こ
の
よ
う

な
心
理
的
な
特
性
を
持
っ
て
い
て
災
害

時
の
避
難
行
動
に
影
響
す
る
と
い
う
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

少
し
で
も
様
子
が
お
か
し
い
と
感
じ
た

ら
、
日
常
か
ら
非
日
常
へ
と
気
持
ち
を

切
り
替
え
て
、
い
つ
で
も
避
難
で
き
る

準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
や
地
域
な
ど
で
行
わ
れ
る
防
災

訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

緊
張
感
の
あ
る
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と

が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
冷
静
な
判
断

力
を
養
い
、
素
早
い
避
難
行
動
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
の
心
が
け
や
訓
練
を
大

切
に
し
て
、い
つ
で
も
心
の
緊
急
ス
イ
ッ

チ
を
押
せ
る
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
、

災
害
に
対
す
る
心
の
備
え
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
京
丹
後
市
消
防
本

部
（
☎
62-

０
１
１
９
）
※
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://

w
w
w
.city.kyotango.lg.jp/

kcfd
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広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

▼
表
紙
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
き
れ
い

で
す
ね
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
み
る
都
会

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
負
け
て
い

ま
せ
ん
ね
。

【
久
美
浜
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
孫
が
名
古
屋
の
大
学
に
昨
年
よ
り

通
っ
て
い
ま
す
。
京
丹
後
市
名
古
屋

事
務
所
が
開
設
し
た
こ
と
を
知
れ

ば
ど
ん
な
に
喜
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
っ
そ
く
広
報
き
ょ
う
た
ん
ごvol.

１
３
８
を
送
る
こ
と
に
し
ま
す
。

【
網
野
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
名
古
屋
と
の
つ
な
が
り
が
ま
す
ま
す

深
く
な
り
う
れ
し
い
で
す
。
名
古
屋

市
長
河
村
様
の
ご
講
演
を
聴
き
親
近

感
が
湧
き
ま
し
た
。
名
古
屋
事
務
所

見
学
の
企
画
を
お
願
い
し
ま
す
。行
っ

て
み
た
い
で
す
。

【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
記
事
を
読
ん
で
い
る
と
京
丹
後

市
に
は
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

の
だ
な
と
思
う
と
元
気
が
出
て
き
ま

し
た
。

【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

声

み
ん
な
の

2015.1017

　久美浜町神野地区を拠点
に、地元の豊富な農産物を
活用した加工品で地域振興を
図るために設立されたグルー
プ。活動の中心である女性メン
バーと重作業や配達などを担
う男性が協力して運営されて
います。地域の伝統的な家庭
料理である「メロンの粕漬け」
や「柿を使った万能ダレ」を商

品化し販売しているほか、現
在は、毎月１回、旬の地元食
材をふんだんに使用した「かぶ
とやまごはん」の宅配サービス
を実施し、好評を得ています。
　これらの活動が、食文化の
伝承や地産地消の推進、女性
の地域活動への参画に貢献し
ているとして、高く評価されま
した。

近畿農政局男女共同参画優良事例表彰
社会参画奨励賞

かぶとやま工房（代表：松本義雄さん）

▼
【
ま
ち
の
わ
だ
い
よ
り
】
丹
後
王
国

「
食
の
み
や
こ
」
の
フ
ェ
ス
タ
飛
天
、

浅
茂
川
区
の
「
水
無
月
祭
」
に
は
行
っ

て
来
ま
し
た
。
東
氏
の
「
間
人
川
そ

そ
祭
」
は
以
前
、
テ
レ
ビ
で
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ど
の
町

で
も
い
ろ
ん
な
催
し
物
が
行
わ
れ
て

い
て
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
京
丹

後
の
食
材
で
簡
単
レ
シ
ピ
な
ど
参
考

に
な
り
ま
す
。

【
峰
山
町
・
80
代
・
女
性
】

▼
こ
れ
か
ら
秋
に
な
る
の
で
さ
つ
ま
い

も
や
栗
な
ど
の
レ
シ
ピ
を
の
し
て
ほ

し
い
で
す
。
毎
回
レ
シ
ピ
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

【
大
宮
町
・
10
代
・
女
性
】

▼
「
生
命
の
絆 

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ど
こ
の
方
か
知
ら
な
い

人
で
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　
【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
丹
後
七
姫
伝
説
教
え
て
と
、
京
都
市

に
住
む
友
人
に
聞
か
れ
説
明
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
京
丹
後
市
の
文
化
財

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
京
丹
後
市
を
訪
れ

る
観
光
客
（
親
せ
き
、
友
人
等
）
に

現
地
で
説
明
で
き
る
よ
う
、年
間
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
存
し
ま
す
。

　
　
　
【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

～　地域の豊富な農産物を活用し、地域振興　～

表彰式に出席したかぶとやま工房の皆さん
（８月末現在、メンバーは９人）

赤十字社員増強運動
目標額を大きく上回る６５３万
円のご協力をいただきました

　５月に実施した平成 27年度赤十字社
員増強運動では、多くの皆さんに社資
（社費および寄付金）募集にご協力いた
だき、目標額を大きく上回ることができ
ました。ご協力ありがとうございました。
　寄せられた社資は、災害救護活動を
はじめ、健康安全講習の普及や医療事
業、献血事業の推進、ボランティアの
育成強化など、さまざまな赤十字事業
に役立てられます。

◉社資目標額：５，１７０，０００円
◉社資合計額：６，５６８，６７４円
※詳しくは、日本赤十字社京都府支部京
丹後市地区（生活福祉課内☎ 69-0310）
へお問い合わせください。

特集を企画しています！
あなたの仕事に対する“熱意”

を教えてください
　広報きょうたんごでは、今後、市
内の若者たちをクローズアップする
特集を企画しています。この企画は、
若者の意見等を通して、京丹後市内
にある仕事の多様さを発信するとと
もに、元気なまちをＰＲするもので
す。

　そこで…「このまちを元気にしたい」
「俺の仕事は誰にもまねできない」「私
はどんな仕事も丁寧にしている」な
ど、まちの活性化や仕事に対してポジ
ティブな考え方をお持ちの方を募集し
ます！！自薦・他薦を問いませんので、
ぜひご連絡ください。

●市内在住・在勤で、10 代～ 40 代の方※自営業、会社員を問いません
●仕事の内容は問いません。仕事に対する“熱意” や“こだわり”を伺うものですので、ど
　のような仕事に従事されている方でも、ぜひご一報ください。※公序良俗、青少年育成の
　観点から適切でない場合は、取材をお断りすることがあります。
応募・問い合わせ先
京丹後市役所秘書広報広聴課広報広聴係
☎ 69-0110 FAX69-0901　E-mail:hishokoho@city.kyotango.lg.jp京丹後市役所 facebook 検索

京丹後市公式
facebook
京丹後市公式 facebookに「いいね！」を
するといち早く情報をご覧いただけます！
「いいね！」を押して最新情報をゲット！

https://www.facebook.com/kyotango/ 写真で見やすく工夫！
最新情報、お届け中！
いいね！をするには
facebookへの
登録が必要です。
スマホ・携帯からもOK！
登録してね！

このコーナーでは、地域の方から旬の食材を使った料理を教わり、料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。

京丹後の食材で簡単レシピ 旬★感 たんごはん Vo l . 2 2

1.	 乾燥シイタケを1.5㍑の水で1時間程戻します。戻し汁はスー
プとして使います。

2.	鶏もも肉を一口大に切り、塩こしょう（適量）で味付けします。
白ネギも一口大に切りましょう。きのこは適当な大きさに切り、
戻したシイタケは取り出して４等分にし、他のきのこと一緒に
おいておきます。

3.	１のスープに酒、塩を入れて沸かします。
4.	フライパンに油をひき、鶏もも肉と白ネギを焦げ目がつくま
で焼きます。

5.	１のスープに、すべての具材と昆布を入れて煮ます。
6.	 10 分程したら昆布を取り出し、火が通れば完成です。

作り方

　新米に合うおかずを考えました。味の濃いもの
も考えましたが、新米の甘みが分かりやすいよう、
秋の食材を使って、優しい味付けにしてみました。

だしと素材の味をシンプルに塩だけでまとめましたので、あとは
自分好みにアレンジして食べてください。私は柚子こしょうがオス
スメです！また、とろみをつけて丼ものにしたり、うどんやにゅう
麺にしてもGoodです。

教えてくれたひと
　荻	美帆さん	（峰山町）

アレンジ自在！秋のきのこスープ

材料（４～５人分）

★スープ ★食材

・乾燥シイタケ …30 ｇ ・鶏もも肉 …１～１枚半

・昆布（10 × 15cm）…２枚 ・白ネギ …１本

・水 …1.5㍑ ・お好みのきのこ…適量

・酒 …40cc 　（しめじ、エリンギ、まいたけなど）

・塩 …小さじ 3

体験レポート

乾燥シイタケを早く戻す技！

ぬるま湯に砂糖（ひとつまみ）を

加えると早く戻ります！

　皆さんお待ちかねの美味しい新米が食べられる時期になりまし
たね。今回は、収穫したばかりの新米に合うおかずを教えてもら
いました。
　具材の鶏肉と白ネギは焼くことで香ばしい香りが楽しめ、さま
ざまな種類のきのこはたっぷり使うことでボリューム満点に。新
米の甘みと和風のシンプルなだしがとても良く合います。残った
スープで雑炊にしたりと色々なアレンジができる料理です。秋の
味覚を楽しみましょう！

スープはアレンジ前提のベーススープとなっています。
味が薄いと感じたら、塩を足すなどお好みで調整してください。
仕上げには好きな味付けでアレンジしてくださいね！
★おすすめアレンジ材料★
柚子こしょう、大根おろし、ごま油、ポン酢など

京丹後市役所　facebook



文化
丹後
deぶんかでたんご

ぶんか TOPICS

安達 莉
り

世
よ

奈
な

ちゃん（女の子）
８月生まれ・3,378㌘
母：真理奈さん　父：宏文さん（大宮町口大野）

矢野 日
ひ

南
な

子
こ

ちゃん（女の子）
８月生まれ・2,970㌘
母：美絵さん　父：淳

あつし

さん

藤原 海
み

華
はな

ちゃん（女の子）
８月生まれ・2,480㌘
母：恵

めぐ

美
み

さん　父：幹裕さん
（弥栄町溝谷）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃんの誕生を喜ぶご家族の
姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載しています。
どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで （☎ 69-0110）                                        

志水 達
たつ

基
き

ちゃん（男の子）
８月生まれ・2,902㌘
母：千絵さん　父：真

まさ

樹
き

さん

（大宮町河辺）

堀江 淳
あつ

希
き

ちゃん（男の子）
８月生まれ・2,810㌘
母：純子さん　父：達哉さん（弥栄町黒部）

（久美浜町関）

切
り
抜
く
だ
け
で

立
体
感
や
個
性
を
表
現

切
り
絵
由 良  朋 子 さん（33）

弥栄町堤在住。「簡単な絵でも、
切り抜くことで少し芸術的に見
えます。やってみると、意外に
簡単なことが分かりますよ。ぜ
ひ挑戦を！」と話していました。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　弥栄町内の文化・芸能団体が一堂に会し、歌や踊り
を披露する「やさか芸能のつどい」（京丹後市文化協会
主催）が８月 30 日、弥栄地域公民館で開催されました。
今年で 34 回目。
　この日は、京丹後市文化協会弥栄支部に加盟する 8
団体２個人が発表。合唱や太極拳、民踊、フォークダ
ンス、よさこい踊りなど、それぞれ日頃の活動の成果
を披露しました。また、特別出演として、峰山少年少
女合唱団、プティエトワールモダンバレエクラスの子
どもたちも応援に駆け付け、元気な歌声や踊りで会場
を盛り上げました。訪れた約 230 人は、次々と繰り広
げられる多種多様なステージをゆっくりと堪能し、憩
いのひとときを過ごしていました。

上／美しい歌声でオープニングを飾った「コーラス弥栄野」下左／
華やかな演舞で観客を魅了した「やさか太極拳サークル」下右／息
の合ったダンスを披露する「丹後フォークダンス」のメンバー

第 34 回「やさか芸能のつどい」を開催

230人が多彩な文化芸能を堪能

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
2015センチ四方の折り紙を「人、池、花」に切り抜いた作品（左）

と、Ａ４版の和紙に芍薬（シャクヤク）の花を切り抜いた作品

　
切
り
絵
は
、
和
紙
や
折
り
紙
な

ど
を
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
や
ハ
サ
ミ

を
使
っ
て
切
り
、
切
り
抜
い
た
部

分
と
残
し
た
部
分
で
人
物
や
花
な

ど
を
表
現
す
る
も
の
で
す
。「
切
り

抜
く
」
と
い
う
単
純
な
作
業
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
立
体
感
や
絵
の

個
性
を
表
さ
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。

　

私
が
切
り
絵
に
出
会
っ
た
の
は

20
歳
の
こ
ろ
で
す
。
当
時
私
は
、

趣
味
で
漫
画
を
描
い
て
い
ま
し
た

が
上
手
く
描
け
ず
に
悩
ん
で
い
ま

し
た
。
ど
う
し
た
ら
上
手
く
見
せ

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
と
試
行
錯
誤
し

て
い
る
矢
先
に
、
中
学
校
で
切
り

絵
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
や
っ

て
み
る
と
、
意
外
に
き
れ
い
に
仕

上
が
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
ま
た
、切
り
絵
の
世
界
的
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
蒼あ

お

山
日
菜
さ
ん
の
作

品
を
見
て
、
切
り
絵
の
美
し
さ
や

芸
術
性
に
惹
か
れ
、
漫
画
よ
り
も

切
り
絵
に
の
め
り
こ
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　
切
り
絵
に
使
う
の
は
、カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
と
紙
だ
け
。
私
は
、
黒
色

の
和
紙
か
折
り
紙
を
使
い
ま
す
。

特
に
、
和
紙
の
「
黒
」
は
独
特
の

色
合
い
が
あ
り
、
白
の
台
紙
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
質
感

も
良
い
の
で
好
ん
で
使
い
ま
す
。

折
り
紙
に
比
べ
る
と
、
少
し
切
り

に
く
い
で
す
が
、
言
い
換
え
る
と

切
れ
に
く
く
、
細
か
い
部
分
が
完

全
に
切
れ
て
し
ま
っ
て
台
無
し
に

な
る
こ
と
も
少
な
い
の
で
、
お
す

す
め
で
す
。

　
切
り
絵
は
、
油
絵
の
よ
う
に
上

に
上
に
塗
り
足
し
て
い
く
「
足
し

算
」と
は
異
な
り
、ど
ん
ど
ん
切
っ

て
い
く
「
引
き
算
」
で
す
。
残
す

部
分
は
限
ら
れ
て
く
る
の
で
、
着

実
に
完
成
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す

し
、
そ
の
過
程
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
細
か
い
部
分
は
根
気

や
集
中
力
が
要
り
ま
す
が
、
ど
こ

を
残
し
て
ど
こ
を
切
り
抜
く
か
、

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
切
る
の

も
、
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
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岩い

わ

屋や

寺じ

（
大
宮
町
谷
内
）
に

あ
る
絹け

ん

本ぽ
く

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

楊よ
う

柳り
ゅ
う

観か
ん

音の
ん

像ぞ
う

は
、
室
町
時
代
に
描
か
れ
た
も

の
で
、
岩
場
に
座
る
観
音
を
描

い
た
も
の
で
す
。
観
音
か
ら
見

て
右
側
に
は
、
水す

い

瓶び
ょ
う

と
呼
ば
れ

る
壺
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
柳
の
枝
を
挿
し
た
姿
を
描

く
も
の
が
多
い
た
め
楊
柳
観
音

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

図
に
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
位い

牌は
い

堂ど
う

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
本
尊
の
木も

く

造ぞ
う

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

坐ざ

像ぞ
う

は
、裏
側
に
「
最

吉 
天て

ん

文ぶ
ん

十
□

（
欠
字
）

丑う
し

五
月
廿は

つ

日か

」

と
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
戦
国
時
代
の
天
文
10

年
（
西
暦
１
５
４
１
年
）
に

造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
木も

く

造ぞ
う

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う

は
、
14
世
紀
前
半
に
造

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
仏
画
・
仏
像
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
作
ら
れ

た
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り
、

岩
屋
寺
の
歴
史
を
考
え
る
上

で
重
要
な
資
料
で
あ
る
点
が

評
価
さ
れ
、
い
ず
れ
も
昭
和

60
年
７
月
１
日
付
け
で
大
宮

町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

平
成
16
年
の
京
丹
後
市
発
足

に
伴
い
市
指
定
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。（

文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

114

岩
屋
寺
所
蔵
の

京
丹
後
市
指
定
文
化
財

京丹後市を代表する古寺に伝わる指定文化財

大宮町
下常吉

大宮南
小学校

文○

大宮町
谷内

312

76

↑至峰山町

岩屋寺
→
至
与
謝
野
町

左から「絹本著色楊柳観音像」「木造観音菩薩坐像」
「木造阿弥陀如来立像」（いずれも岩屋寺所蔵）

　市では８月 22 日、琴引浜や立岩などを
巡る「ジオパークを巡ろう 京丹後の魅力
発見バスツアー」を開催し、市内外から
16 人が参加しました。9 月 15 ～ 16 日に
かけて開かれた「日本ジオパーク（ＪＧＮ）
ガイドフォーラム」の現地ツアーに先立ち、
地元の皆さんにいち早く同じコースを体験
してもらおうと企画したものです。
　晴天に恵まれたこの日、一行は、NPO
法人まちづくりサポートセンターのガイド
の添乗により、琴引浜、琴引浜鳴き砂文化

館、立岩、大成古墳群、山陰海岸ジオパー
ク京丹後市情報センターを訪問。鳴砂や立
岩の成り立ちなどについて説明を受けなが
ら散策し、雄大な自然の魅力に触れていま
した。
　参加者からは、「立岩がとてもきれいで
感動しました。何度か行ったことがある場
所も、ガイドさんに説明してもらうと、自
分の知らないことがたくさんあり、新しい
発見がありました」などと感想が寄せられ
ました。（観光振興課）

「ジオパークを巡ろう 京丹後の魅力発見バスツアー」を開催

鳴砂や立岩など雄大な自然を体感

　

平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
大

会
（
～
風
に
な
れ　
今
青
春
が
走

り
出
す
～
）
が
８
月
４
日
～
８
日

に
か
け
て
、
久
美
浜
湾
カ
ヌ
ー
競

技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

45
都
道
府
県
か
ら
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
89
校
６
３
０
人
の
選
手
が

全
国
の
頂
点
を
目
指
し
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
け
る
全
国
高
校
総

体
開
催
は
平
成
21
年
度
以
来
６

年
ぶ
り
。
今
回
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

京都府代表（久美浜高生）の主な成績

種　目 氏　名 成績・タイム
カヤックシングル 200 ｍ 村野武広 2 位〔40 秒 193〕
カヤックペア 200 ｍ 村野武広・浦野亮太 8 位〔40 秒 825〕

カヤックフォア 200 ｍ 村野武広・浦野亮太・
安井光太朗・野村悠太 3 位〔41 秒 755〕

カヤックシングル 500 ｍ 村野武広 4 位〔1 分 52 秒 104〕

カヤックフォア 500 ｍ 村野武広・浦野亮太・
安井光太朗・野村悠太 5 位〔1 分 41 秒 168〕

【男子】

カヤックシングル 200 ｍ 埋金 楓 8 位〔49 秒 046〕
【女子】

開
催
で
、
府
内
で
は
６
種
目
の

競
技
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
う
ち

カ
ヌ
ー
競
技
が
本
市
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
、
京
都
府
を
代

表
し
て
地
元
の
府
立
久
美
浜
高

等
学
校
か
ら
も
多
数
の
選
手
が

出
場
。
種
目
別
の
２
０
０
ｍ
競

技
で
は
、
村
野
武
広
君
の
カ
ヤ

ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
位
を
は
じ
め
、

４
種
目
で
入
賞
、
５
０
０
ｍ
競

技
で
は
２
種
目
で
入
賞
、
総
合

で
も
男
子
４
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

久
美
浜
高
カ
ヌ
ー
部
主
将
の

浦
野
亮
太
君
（
３
年
）
は
、「
地

元
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
皆

さ
ん
か
ら
の
応
援
は
僕
た
ち
の

糧
と
な
り
、
ど
の
レ
ー
ス
も
力

一
杯
漕
ぎ
き
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
期
間
中
は
、
市
内
の
小
・

中
・
高
等
学
校
の
生
徒
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
多
く
の

市
内
関
係
者
が
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
大
会
運
営
に
当
た
り
、
連
日

の
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
大
き
な

事
故
も
な
く
成
功
裏
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

地元の声援励みに久美浜高生が躍動

久
美
浜
湾
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
カ
ヌ
ー
競
技
大
会

全
国
６
３
０
人
が
頂
点
目
指
し
熱
戦

右／開会式で、選手を代表し
て選手宣誓を行う久美浜高
校カヌー部主将の浦野亮太君
（左）と綾部高校カヌー部の
堀真由香さん
左／熱戦を繰り広げる全国
の選手たち（写真はカナディ
アンペアのスタート時）

ガイドの説明を受けながら雄大な景色を堪能
する参加者たち（立岩～大成古墳群）

　

今
、
政
府
の
号
令
の
も
と
、

全
国
各
地
で
「
地
方
創
生
」
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
本
市
に
お
い
て
も
、
全
国

の
中
で
い
ち
早
く
総
合
戦
略
や

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
、

現
在
、
様
々
な
事
業
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
直
近
の
動
き

を
中
心
に
そ
の
一
端
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

新
年
度
に
入
っ
て
ま
ず
、
①
地
方
創
生
を

け
ん
引
す
る
金
融
・
経
済
の
分
野
で
は
「
地

元
金
融
機
関
と
の
連
携
協
定
」、「
名
古
屋
事

務
所
の
開
設
」、
②
地
方
創
生
を
支
え
る
安
心・

安
全
の
分
野
で
は
「
京
都
府
警
と
の
連
携
協

定
」、
③
地
方

創
生
に
挑
戦
す

る
市
役
所
体

制
の
分
野
で
は

「
地
方
創
生
け
ん
引
型
職
員
の
採
用
導
入
」
な

ど
、漸
次
、推
進
体
制
を
整
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
直
近
の
動
き
と
し
て
、

一
、
よ
し
も
と
・
京
丹
後
　
地
方
創
生
大
作

戦≪

吉
本
興
業
さ
ん
と
の
連
携

≪　

　

こ
れ
は
、
本
紙
３
ペ
ー
ジ
に
紹
介
す
る
と

お
り
で
す
が
、
今
、
待
望
の
京
都
縦
貫
自
動

車
道
も
全
通
し
て
、
い
よ
い
よ
京
都
は
じ
め

阪
神
、
中
京
等
大
都
市
圏
の
皆
さ
ん
達
と
も

一
体
に
な
っ
て
、
地
方
創
生
に
ま
い
進
す
る
こ

と
が
本
格
的
に
可
能
に
な
る
と
き
に
、
ま
ず

は
「
本
市
に
住
む
住
民
自
身
が
ま
す
ま
す
元

気
に
笑
顔
あ
ふ
れ
て
活
き
活
き
と
生
活
を
し

て
い
く
」
環
境
づ
く
り
が
、
そ
の
大
前
提
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

そ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
、
そ
の
雰
囲
気
が
求

心
力
に
な
っ
て
、
人
や
モ
ノ
な
ど
の
更
に
大
き

な
活
力
が
惹
き
寄
せ
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
地
方
創
生
の
原
点
は
「
住
む
人
を

元
気
に
、
笑
顔
に
！
活
き
活
き
と
！
」
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
吉
本
さ
ん
は
日
本
や
世

界
に
誇
る
“
笑
顔
づ
く
り
の
エ
ン
タ
テ
イ
ナ

ー
”
で
す
。
一
昨
年
来
の
御
連
携
の
経
過
の

う
え
に
、
今
回
ぜ
ひ
タ
ッ
グ
を
お
願
い
し
て
、

喜
び
や
笑
顔
広
が
る
住
民
生
活
の
基
礎
づ
く

り
に
ま
ず
は
婚
活
と
京
丹
後
劇
場
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、
本
市
の
未
来
を
担
う
若
手
青
年

の
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
「
笑
顔
あ
ふ
れ

る
京
丹
後
創
生
大
作
戦
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
づ
く
り
に
終
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
年
の
事
業
の
成
功
と
と
も
に
、

今
後
と
も
、
市
内
外
に
笑
顔
が
広
が
り
ゆ
く

末
の
永
い
連
携
の
大
作
戦
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

二
、
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の
ス
タ
ー
ト

　
こ
れ
も
、
本
紙
２
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
よ
う
に
大
都
市
部
か
ら
離
れ
た
地

方
で
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
定
住
促
進
を
本
格
的
に

し
よ
う
と
す
る
場
合
の
課
題
は
、
居
住
環
境
や

子
育
て
環
境
を
整
え
た
と
し
て
も
「
行
き
た
い

け
ど
、
戻
り
た
い
け
ど
、
子
育
て
を
京
丹
後
で

し
た
い
け
ど
、
ど
う
し
て
飯
を
食
べ
る
の
か
。

働
く
と
こ
ろ
を
ど
う
し
よ
う
。」
と
い
う
話
に
な

る
。
都
市
部
に
近
接
し
て
い
る
地
方
で
あ
れ
ば
、

子
育
て
環
境
を
整
え
れ
ば
都
市
に
働
き
に
通
え

る
の
で
、そ
れ
が
定
住
対
策
に
な
り
ま
す
。
我
々

の
と
こ
ろ
は
、
仕
事
も
一
緒
に
用
意
し
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
都
市
近
郊
と
の
決
定

的
な
違
い
で

す
。
け
れ
ど

も
、
近
時
の

よ
う
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
環
境
が
発
展
し
て

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
分

は
京
都
や
東
京
の
会
社
に
属
し
て
い
る
の
だ
け

ど
普
段
は
京
丹
後
の
素
晴
ら
し
い
居
住
環
境
に

住
ん
で
自
分
の
会
社
の
仕
事
を
し
ま
す
、
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
た
ま
に
土
日
は
、
逆
に
都

会
に
行
き
ま
す
、
と
い
う
よ
う
な
ラ
イ
フ
‐
ワ

ー
ク
ス
タ
イ
ル
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、我
々

の
定
住
促
進
戦
略
の
大
き
な
柱
の
一
つ
が
こ
の

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
な
の
で
す
。
今
回
の
事
業

を
ス
タ
ー
ト
に
し
て
、
今
後
、
京
丹
後
ら
し
い
、

食
、
子
育
て
、
教
育
、
福
祉
等
の
環
境
を
整
え
、

「
都
会
よ
り
、
京
丹
後
に
住
ん
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク

で
働
く
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も
時
間
を
か
け
て

積
み
上
げ
て
、
新
し
い
時
代
を
創
る
豊
か
な
地

域
を
築
い
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

地
方
創
生
！
た
だ
今
、
全
力
、
真
剣
、
推
進
中
! !

よしもと・京丹後創生「笑顔あふれ隊」とともに、今くる
よさんの持ちギャグ“どやさ”のポーズで事業をPRする
中山市長（吉本興業株式会社で）
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10月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 10/1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（８月 30日までは９時開館）
◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

こころを癒し、支えてくれる本を紹介
こ
こ
ろ
を
癒
し
、
支
え
て
く
れ
る

本
が
並
ぶ
「
言
の
葉
コ
ー
ナ
ー
」

　市立図書館では8月22日、峰山総合福祉センターで開
かれた「自殺予防・こころの健康づくり講演会＆健康相談
会」の会場で、こころを癒し、支えてくれる本を集めた「言
の葉コーナー」を開設しました。
　コーナーには、「命の尊さ」を伝える絵本や、勇気の出る
言葉が綴られた本、体が不調なときの料理を紹介した本な
どを設置。大勢の来場者に手に取って見ていただきました。

　

スマート国勢調査！
平成27年国勢調査を実施しています

９月26日から調査員が世帯を訪問して調査票を配布しています

●国勢調査は、平成27年10月１日現在、日本に住んでい
るすべての人および世帯が対象です。
●平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未
来を描く上で欠くことのできないデータを得るために実施す
るものです。調査結果は、さまざまな法令にその利用が定め
られているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境の整備、防
災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。
●調査票には、あなたの世帯の世帯員をもれなく記入してく
ださい。
●記入いただいた調査票は、調査員に直接提出いただくか、
調査票と一緒にお配りした郵送提出用の封筒に入れて郵送で
ご提出いただけます。

または京丹後市役所総務課（☎ 69 - 0140）

【問い合わせ先】

※おかけ間違いのないようにご注意ください。※ナビダイヤルの通話料金は、一般の固定
電話の場合、全国一律で市内通話料金でご利用いただけます。携帯電話・PHS の場合は、
それぞれ所定の通話料金となります。※ IP 電話用電話番号の通話料金は、所定の通話料
金となります。

◉ ぼくがすきなこと

　ぼくがすきなこと。むらさきいろにみえるあさやけ、てつ
ぼうのあめのしづく。これぼくもすき、そうそう子どもの頃
すきだった、そんなふうに口に出して言ってしまうような、日
常の中のたくさんのおもしろいこと、すきなこと。
　ぼくがすきなこと。きのうまでなかったのに、とつぜんあ
らわれる、ひがんばな。

中川 ひろたか／文　山村 浩二／絵
　ハッピーオウル社

　著者が、少年院の少年たちに漢字を使
い、日本語の凄さ、すばらしさを教える、
その授業が一冊の本になった。日本語に
宿る言霊、言葉や漢字ひとつひとつの成
り立ちとその意味を伝えてくれる。
　日本語は、あいうえ…あい・愛で始まり、
わをん…をん・恩でおわる。

◉ あっ！命の授業

ゴルゴ松本／著 　廣済堂出版
＜ 2015・第 69 回読書週間＞
　10 月 27 日～ 11
月 9 日は「第 69 回
読書週間」です。
　読書の秋、図書館
で心に残る一冊を探してみません
か。
標語：「いつだって、読書日和」

「言の葉コーナー」を開設

　

京都府丹後文化会館   インフォメーション

10/18日

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 一般…前売り 1,200 円（当日 1,500 円）

　 高校生以下（３歳以上）…前売・当日 800 円
　 シニア（60 歳以上・要証明）…前売・当日 1,000 円
　 友の会会員前売のみ 1,000 円（2 枚まで）
　《全席自由》

前売券
発売中

丹後映画大好き劇場 №46

主催／（公財）京都府丹後文化事業団

愛を積むひと

 上映開始 ① 10：00  ② 14：00  ③ 18：30
（上映時間２時間５分）

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）②
住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の
感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなどをご記入の
上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、
お寄せいただいた感想やイラストは広報紙に掲載すること
があります。※⑥の項目も忘れずにご記入ください。

◆応募締切
10 月 15 日（木）当日消印有効。ウェブサイトからの
応募も受け付けます。(https://www.shinsei.elg-front.jp/
kyoto/uketsuke/sform.do?acs=kohoquiz）
　　ＱＲコードからもアクセスできます

◆９月号の答え
問１…名古屋　問２…リバーサイド
問３…１

◆９月号当選者
山本弘行さん（京都市）、岡本行光さん（網野町）、岸田朋子さ
ん（網野町）、吉岡妙子さん（網野町）、川戸英彰さん（弥栄町）
応募総数48人、全員正解でした。ご応募ありがとうございました。

問１ 「ふるさと○○○○○実証事業」スタート
問２ 「京たんご○」の出荷が最盛期
問３ インターハイカヌー競技 全国「○○○人」が熱戦

広報クイズ

おわびと訂正
　過去に発行した広報きょうたんご
の記事で、次のとおり誤りがありま
したので、おわびして訂正します。

＜2015 年５月号 20㌻の叙位を受
けられた給田昭三郎さんの記事中＞
誤：丹後町教育委員会教

●

育
●

長
●

正：丹後町教育委員会委
●

員
●

長
●

＜ 2015 年７月号11㌻の叙勲を受
けられた花光勤さんの記事中＞
誤：退職後は丹後教育局総括指導
　　主事を経て、
正：丹後教育局総括指導主事を経
　　て、退職後は、
＜2015年９月号５㌻記事の見出し＞
誤：「ビーチ活用の第一人者が強力
　　に後通

●

し」
正：「ビーチ活用の第一人者が強力
　　に後押

●

し」

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

タイムリーな情報をお届け
フェイスブックページを開設

　市国際交流協会ではこのほど、インターネット
上の交流サイト「フェイスブック」に協会の公式
ページを開設しました。協会が実施する事業・イ
ベントの告知をはじめ、取り組みの様子など、タ
イムリーな情報をお届け
します。まずは登録して、
京丹後市国際交流協会の
ページに「いいね！」して
ください！（https://www.facebook.com/kyotangokia）

市
国
際
交
流
協
会
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
公
式
ペ
ー
ジ

Hot News Information

外
が い

国
こ く

人
じ ん

市
し

民
み ん

の方
か た

を対
た い

象
しょう

とした
ひらがな・カタカナ・漢

か ん

字
じ

教
きょう

室
し つ

勉強（べんきょう）する日 時間（じかん） 場所
10 月

が つ

13 日
に ち

（火）

午
ご

後
ご

２時
じ

～

午
ご

後
ご

４時
じ

　峰
み ね

山
や ま

地
ち

域
い き

公
こ う

民
み ん

館
か ん

10 月 20 日（火）
10 月 27 日（火）

11 月 10 日（火）
　京

きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

役
や く

所
し ょ

　（峰
み ね

山
や ま

庁
ちょう

舎
し ゃ

）

11 月 17 日（火） 　峰
み ね

山
や ま

地
ち

域
い き

公
こ う

民
み ん

館
か ん

参
さ ん

加
か

費
ひ

：無
む

料
りょう

（お金
か ね

はいりません）
申
も う

し込
こ

み：10 月２日（金）までに、電
で ん

話
わ

または E メー
ルで申

も う

し込
こ

んでください。
連
れ ん

絡
ら く

先
さ き

・申
も う

し込
こ

み先
さ き

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

事
じ

務
む

局
きょく

（麻
あ さ

田
だ

）
☎ 0772-69-0120
E-mail ：kokusai_koryu@city.kyotango.kyoto.jp

　自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

や住
じゅう

所
し ょ

、ひらがなやカタカナ、簡
かん

単
たん

な漢
かん

字
じ

の勉
べん

強
きょう

をしてみませんか？
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人口・世帯数
男　	27,843人	（－58）
女　	30,000人	（－７）
計	　57,843人	（－65）
世帯数	　22,701世帯	（＋11）
９月1日現在、カッコ内は前月比。住

民基本台帳（外国人含む）による。

長
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ
り
、
市

内
の
学
校
で
は
新
学
期
が
ス
タ
ー

ト
。
文
化
祭
や
運
動
会
が
開
か
れ
、

す
っ
か
り
秋
の
気
配
漂
う
季
節
と

な
り
ま
し
た
▼
“
文
化
”“
運
動
”

も
い
い
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
“
食
欲

の
秋
”
で
す
よ
ね
。
こ
の
季
節
は
、

沖
ギ
ス
や
ノ
ド
グ
ロ
な
ど
の
海
の

幸
を
は
じ
め
、シ
イ
タ
ケ
、柿
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
食
材
が
旬
を
迎
え
ま

す
▼
今
月
号
で
は
、
秋
の
味
覚
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
梨
」
に
注

目
。
京
丹
後
で
は
、
11
月
下
旬
ま

で
に
約
14
品
種
が
収
穫
さ
れ
、
中

で
も
ゴ
ー
ル
ド
二
十
世
紀
は
、「
京

の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
▼
能
勢
肇
さ
ん
の
梨
園
（
表

紙
写
真
）
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
な
っ
て
梨
狩
り
を
体
験
。
能
勢

さ
ん
に
聞
く
と
「
店
に
並
ぶ
き
れ

い
な
梨
よ
り
、
太
陽
を
浴
び
て
皮

が
茶
色
く
な
っ
た
梨
の
方
が
お
い
し

い
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
▼
今
は
、
お
店
に
行
け
ば
年
中

さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が
並
び
、
旬
を

知
ら
な
い
子
ど
も
も
増
え
て
い
る

と
か
…
。
我
が
家
で
は
、“
旬
の
味
”

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
／
光

　
若
者
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
丹

後
人
ｃク

ラ

ブ

ｌ
ｕ
ｂ
」
の
代
表
を
務
め
る
渡
辺
さ
ん
。

家
業
の
住
職
を
継
ぎ
つ
つ
、
地
域
に
入
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
ん
な
渡
辺

さ
ん
に
活
動
の
様
子
を
伺
っ
た
。

              

♦　
　
♦　
　
♦

　
「
僧
侶
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
、
人
と
接
し
た
り
、

地
域
を
学
ん
だ
り
す
る
貴
重
な
機
会
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
渡
辺
さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
て
も
、
だ
い

そ
れ
た
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と

し
た
人
助
け
」
と
謙
虚
に
話
す
。
自
ら
が
代
表
を
務
め

る
「
丹
後
人
ｃク

ラ

ブ

ｌ
ｕ
ｂ
」
は
、
20
～
30
代
の
丹
後
町
在

住
者
を
中
心
と
し
た
男
女
約
20
人
で
構
成
さ
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
活
動
５
年
目
を
迎
え
る
。

　
ク
ラ
ブ
設
立
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
地
元
で

毎
月
行
っ
て
い
た
「
飲
み
会
」。
丹
後
町
に
は
同
級
生

が
多
く
帰
郷
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
設
立
当
時
、
月

に
１
、２
度
は
集
ま
っ
て
趣
味
や
仕
事
、
将
来
の
夢
や

展
望
な
ど
雑
多
な
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
そ
ん
な

あ
る
日
「
若
い
力
で
何
か
で
き
な
い
か
」
と
い
う
話
題

に
な
っ
た
。「
今
の
自
分
た
ち
が
あ
る
の
は
、
丹
後
の

環
境
、
人
、
土
地
が
あ
っ
た
お
か
げ
。
育
て
て
く
れ
た

ま
ち
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

　

活
動
内
容
は
、
海
岸
清
掃
、
竹
野
神
社
参
道
の
黒

松
植
樹
、
弥
栄
町
の
豪
雪
地
域
に
お
け
る
除
雪
手
伝
い

の
ほ
か
、
障
害
者
福
祉
施
設
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
ス

タ
ッ
フ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
特
に
、
海
岸
清
掃
に
は

力
を
入
れ
て
お
り
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
こ
だ
わ
ら
ず

実
施
。
年
３
回
実
施
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
と
い

う
の
も
、
海
は
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
親
し
み
遊
ん
だ
場
所
。「
自
分
た
ち
が
存
分
に
海

で
遊
ん
だ
分
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
も
め
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
渡
辺
さ
ん
は
話
す
。

　
海
岸
清
掃
で
は
、
海
外
か
ら
の
漂
流
物
も
多
い
。
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
注
射
器
な
ど
も

流
れ
着
く
。
多
い
と
き
で
は
、
20
人
の
メ
ン
バ
ー
で
ご

み
袋
40
～
60
袋
分
の
ご
み
を
集
め
る
こ
と
も
あ
る
。
一

日
掛
か
り
で
、
肉
体
的
に
も
し
ん
ど
い
作
業
に
な
る
も

の
の
、「
育
て
て
も
ら
っ
た
海
だ
し
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
る
海
を
き
れ
い
に
す
る
の
は
、
自
分
の
部
屋
を

掃
除
す
る
の
と
同
じ
」
と
さ
ら
り
。

　
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
若
者
同

士
の
つ
な
が
り
。「
若
者
に
と
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
地
域
に
貢
献
す
る
の
は
敷
居
が
高
く
感
じ
、

参
加
し
づ
ら
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
半な
か

ば
遊
び
感

覚
で
わ
い
わ
い
活
動
で
き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
ほ
か
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
婚
活
、
国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
へ
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
活
動
し
て
い
く
中
で
、
地
域
に
対
す
る
意
識
は
必
ず

変
わ
っ
て
く
る
と
い
い
「
ま
ず
は
参
加
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
力
説
。「
活
動
後
の
飲
み
会
が
楽
し
み
」
と
い

う
参
加
者
も
大
歓
迎
だ
と
い
う
。

　
「
同
世
代
の
若
者
は
、
私
も
含
め
て
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
で
地
元
地
区
と
は
つ
な
が
っ
て
い
る
け
ど
、
隣
の
地

区
の
こ
と
は
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
小
さ
な
活
動
で
も

仲
間
と
一
緒
に
や
る
こ
と
で
、
他
の
地
域
に
も
視
野
が

広
が
っ
た
り
、
改
め
て
自
分
の
地
区
を
大
切
に
し
た
り

す
る
意
識
が
芽
生
え
て
く
る
」
と
渡
辺
さ
ん
。
地
域
の

人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
、
公
私
と
も
に

い
い
緊
張
感
が
あ
る
と
い
う
。

　
渡
辺
さ
ん
は
「
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
つ

な
が
っ
た
同
世
代
、
異
世
代
の
人
た
ち
と
交
流
し
つ
つ
、

京
丹
後
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
語
気
を
強
め
た
。
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「平成27年台風第18号等大雨災害義援金」のお願い
募金箱を各市民局に設置しています。みなさんのご協力をお願いします。

■設置期間／平成27年11月12日㈭まで
■連 絡 先／生活福祉課 （☎69-0310）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
敷
居
下
げ

誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境
を

素
敵
な
笑
顔
で
活
動
内
容
を
紹
介
す

る
渡
辺
さ
ん

渡辺  峰
み ね

俊
と し

 さん（29）
丹後人ｃｌｕｂ　代表

（丹後町吉永）


